
防災ブック（カラーユニバーサル版）の変更点について
【防災マップ／施設等凡例】

一般避難地

〈従来版〉一時避難地と広域避難地の見分けがつきづらい。

〈カラーユニバーサル版〉 一時避難地をより赤味の強い茶色へ変更することで
視認性を高めています。

指定避難所

〈従来版〉オレンジ・黄味系が背景になった場合に目視が難しい。
〈カラーユニバーサル版〉 より青味の強い緑にすることで視認性を高めています。

【洪水・高潮ハザードマップ／施設等凡例】

〈従来版〉オレンジ・黄味系が背景になった場合に目視が難しい。

〈カラーユニバーサル版〉 より青味の強い緑にすることで視認性を高めています。

【洪水・高潮ハザードマップ／浸水想定区域】
〈従来版〉国道が浸水想定のグラデーションで判別がつきづらい。
〈カラーユニバーサル版〉 0.3~3.0m未満をパープル系に変更、0.3m未満を

うす黄色に変更することで視認性を高めています。



P型・D型の方が、一時避難地と広域避難地が同じ色味で見えてしま
うため、判別が難しい。

見え方の例：一時避難地と広域避難地

変更前

色味を調整することで視認性を高めています。

変更後


